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第１日 ５月３０日（土） 

 

学会受付（7:30～）：二階ホール 

 

□ 開会の挨拶（8:00） 

印度学宗教学会会長  鈴木岩弓 

 

□ 研究発表（8:10～11:30） 

1．訪いと弔い―能におけるワキの形態と機能―  芳野 貴典 (東北大学） 

2．自然災害の記憶から見る災害文化の伝承   夏 露  （東北大学） 

3．山寺における歯骨納骨について      山下 亮恂  （東北大学） 

4．「臨床宗教師」研修修了者のボランティア活動      森田 敬史 （東北大学） 

5．戦後の韓国における天理教の展開―天理教韓国教団と大韓天理教をめぐって― 

                            陳 宗炫   （東北大学） 

6．法華経の言語再考―中央アジア伝本「方便品」を中心に― 笠松 直  （仙台高専） 

7．兄弟姉妹の色イメージについて―質問紙調査結果から―  

久保田 力（東北芸術工科大学） 

8．江戸後期縁起類における神仏霊験の社会的位置     阿部 友紀 （東北大学） 

9．仙台佛眼寺所蔵「日興上人御影画像」の特質         長倉 信裕 

（日蓮正宗教学研鑽所） 

10．オットー聖概念の意味論的視座          澤井 義次 （天理大学） 

 

□理事会 （11:30～12:10） 

□評議員会（12:10～12:50） 

 

 

公開シンポジウム「寺院と現代社会」(13:00-16:50) 

司会：山形孝夫（宮城学院女子大学） 

 

パネリスト 

桜井宗信     （東北大学） 

スダン・シャキャ （種智院大学） 

薄井秀夫     （寺院デザイン） 

朴澤直秀     （日本大学） 

坂田安儀     （禊教） 

 

 

□ 総 会  （17:00～17:50） 201法学部第2講義室 

□ 懇親会 （18:30～20:30）  東北大学川内南キャンパス生協 

 



第２日 ５月３１日（日） 

 

 

□ 研究発表（8:40～12:00） 

1. 中国現代道教の社会実践―楼観台道観を事例として 趙 琳  （東北大学） 

2．パーリ仏典における āhāraとその動詞表現          坂 英世  （東北大学） 
3．地蔵講にみる社会的・宗教的機能―仙台市の四事例―  ドンネレ・アリーセ(東北大学) 

4．身体技法と社会―近代日本の呼吸法を事例として  栗田 英彦 （日本学術振興会） 

5．『天理教教典』における「信心」と「信仰」    澤井 治郎 

（天理大学おやさと研究所） 

6．水子供養の〈場〉―三居沢不動を事例に―      陳 宣聿  （東北大学） 

7．Vyavahārabhāṣya第 1章におけるプラティマーの規定について   

藤本 有美 

8．『黄金伝説』に見る死者の行方           モリス・ジョン（駒澤女子大学） 

9．「ポックリ信仰」の受容―「風立寺」を例として    陳 甜    （東北大学） 

10．生と死のはざま：認知症高齢者の宗教性と死の受容   大村 哲夫  （東北大学） 

 

□ 研究発表（13:00～17:40） 

1. 中国の「こっくりさん」－「筆仙」の流行に関する考察  黄 緑萍      （東北大学） 

2．インド密教におけるバリ儀礼について          菊谷 竜太  （東北大学） 

3．「死後法華誦経譚」の意味するもの－『法華経』との一体化－  

間宮 啓壬      （身延山大学） 

4．モンゴルの福音派キリスト教と民族主義        滝澤 克彦 （長崎大学） 

5．「イスラーム神秘主義」概念の成立過程        澤井 真  (日本学術振興会) 

6．寺本婉雅関連新出資料について－日記類を中心に－    高本 康子    （北海道大学） 

7．日本のクリスマス－ヴァナキュラー宗教という視線を交えて－  

小田島 建己 （東北大学） 

8．「カハリンガン」に関する認識の変化―インドネシア民主化以降の地位確立運動に注目し

て―                          相澤 里沙      (立教大学) 

9．初期瑞巌寺史の研究                  木村 俊彦 （四天王寺大学） 

10．松村介石の回心                   徳田 幸雄      (東北大学) 

11．自我意識の主体(ahaṃkart)と目撃者(sākṣin)       村上 幸三 
12．電話相談における宗教協力の意義           谷山 洋三      (東北大学) 

13．ポスト震災社会における宗教間バランスの変動とその背景    

木村 敏明      (東北大学) 

14．石津照璽先生の捉える存在の極相           村上 真完      (東北大学) 

 

□ 閉会の挨拶 

第 57回学術大会実行委員長   吉水清孝 

 



大会会場への行き方 

 

仙台市営バス 

仙台駅前のりば 行き先 下車停留所（所要時間） 

9番のりば 

宮教大・青葉台行 

青葉通経由動物公園 

循環 

東北大川内キャンパス・萩ホール前  

下車（約 15分） 

 

川内南キャンパス地図 

 

 

クローク・会員休憩室：２１１第一小講義室 

会場：文科系総合講義棟(C19) 

文学研究科棟(C13) 

懇親会場(C20) 

http://www.donto.co.jp/timetable/citybus/bus_d_result.cgi?SW=71&TG=C&BL=G0000000&MAP_BSN=SENDAI

